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まみころ会総会ありがとうございました 

まみころ会総会にて、今年度の行事等の方針を確認しました。今年度は、クラス役員と３つの
委員会のいずれかに所属してもらって、運営していただきます。 
まつのき保育園では、保護者同士がクラス会で横のつながり、実行委員で縦のつながりを作っ

ていただきたいと思っています。それは活動を通して、気楽に話せる保護者仲間を作っていただ

きたいからです。 
こどもを産んだら、すぐに自分の思うような親になれるわけではありません。こどもと一緒に

生活を共にしながら、親になっていきます。 
そうは分かってはいても、悩みや不安、焦りを感じることもあります。そんな時に、同世代の子

を持つ仲間の中に、誰か一人でも話せる相手がいることは、安心につながるのではないかと考え
ます。 
そして、その安心の輪が、横にも縦にも広がっていくことを願って、まみころ会はあります。ま

みころ会は父母と職員の会として、職員も仲間に入れてもらいながら、大人同士が真剣に交流や
行事に取り組む姿、楽しむ姿を、こどもに見せて、仲間と過ごす楽しさを伝えていきたいと思っ
ています。 
 

太鼓を通して仲間づくり 
 まつのき保育園の年長児が、年長になったらやりたいこ
との一つに和太鼓演奏があります。年中までは“年長にな
ったら叩くんだ”という憧れの気持ちを育むようにしてい
ます。 
私は年長児に太鼓を教える時に、早く叩きたい気持ちを

感じつつも、最初は小太鼓のリズムに合わせて歩く、走る、
スキップから始めます。そして、1人から２人、４人と人
数を増やしながら、手をつないで歩いたり、走ったりしま
す。 
太鼓は、みんなで複数台の太鼓を、息を揃えて叩きます。太鼓の音は大きいので、ずれていると

目立ちます。逆に、揃っていると１台の大きな太鼓のように聞こえます。叩く前に身体でリズム
に合わせること、仲間の動きに合わせようとすることを育んでいきます。 
 いざ太鼓を前にすると、自分が何を叩けば良いか、分からなくなることがあります。そんな時
には、待っている子へ向けて「声を出して、（叩くフレーズを）教えてあげて。」と伝えます。する
と、大きな声で、仲間に知らせる姿があり、感動します。 
叩く時も、待っている時も、仲間を感じ、仲間と一緒に太鼓に向かう中で仲間づくりを育みた

いと思っています。 
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職員の寄付で兜を飾りました。    

兜を見に来たさなぎとちょうの

子。鏡の前で並んでせいくらべ。 

「おれのほうが ちょっとだけ 

 おおきい！」 

年長になって大きいんだ！という

S 君の気持ちが垣間見えて微笑ま

しかったです。 

福寿会様より寄付をいただきました 
福寿会様から、今年も「子どもたちに絵本を買ってあげてほしい」

と寄付をいただきました。クラスや文庫に置く絵本・紙芝居等を買

わせていただく予定です。ありがとうございました。 

今後、幼児の子どもたちとの交流も予定しています。改めて、地

域の皆様に支えられて保育園が運営できていることに感謝申し上

げます。 

ひよこ・りす … 保育者と一緒に体を動かして遊び、安心して過ごそう。 

う さ ぎ … 保育者や友だちと一緒に自然と触れ合い元気に遊ぼう。 

あ お む し … 保育者や友だちと生活を楽しみながら、幼児の生活に慣れていこう。 

さ な ぎ … 安心できる環境の中で好きな遊びを見つけてのびのびと過ごそう。 

ち ょ う … 自分の言葉で思いや考えを伝え合い、遊びを発展させていこう。 
身近な動植物に関心を持ち、飼育や栽培を通して親しもう。 

   

                                        

 

 

 

 

   

４/27幼児クラス会が行われました。 

サイコロトークで「自分を褒めてあげるとしたら？」 

の問いに、答えに詰まりながらも「昔は旅行が好きで…。」

「登山が趣味で…。」と保護者同士、知らなかった一面に

触れて盛り上がり♪いつもは我が子優先で、自分を褒める

なんて忘れていたかもしれません。クラス会でのおしゃべ

りの時間、大事にしていきたいです。 

 

今年も職員で学び合いを大切に。 

リズム講師による、わらべうた研修を行いました。わ

らべうたを歌うと日々の子どもの姿が浮かんで、みん

なで笑顔！の楽しい時間でした。わらべうたは、大人自

身も子どもも心地よい気持ちになります。ご家庭でも

楽しんでみて下さい。 

 


